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この研究を自ら行う必要をも生ずるであろう。同時に

工業触媒の研究は広い研究の領域をもつことになり，

協同研究の組識を必要とすることになる。

今日工業触媒に関する顕著な業績は主として協同研

究者の群によって挙げられている。たどえばデンマー

クにEaldorTopsoe研究所がある。ここでは約20名

の研究者があり，その 1/3か国体の科学を，その 2/3

か工業国体触媒，主としてアンモニア合成工業用，を

研究していると云う。そしてアンモニア合成触媒およ

びアンモニア合成，無水フターJレ酸製造反応炉等につ

いての大部な研究結果を発表しているo そのアンモニ

ア合成触媒研究の成果はスエーデンの一会社に移され，

製品はすぐれた性能のために世界各国(わが国を含む)

で用いられている。

今日わが国で化学工業に関する技術の多くを輸入せ

ざるを得ない理由の一つに彼にくらべて著しく少ない

試験研究費がしばしばあげられ，実際そうである。こ

触 虫葉

のことは工業触媒の研究についても同様に云えること

であろうが，上記研究所の例その他，たとえば米，

Bureau of MinesのFischer-Tropsch合成触媒，オ

ランダ， Staatsmijnenのアンモニア合成触媒の研究，

に見られるよう外国における工業触媒の研究が必ずし

もわが国と比較にならぬほど大きな研究組識をもって

行われているわけではない。したがって工業触媒研究

に関してはこれのみにその責をおわすわけにはゆくま

い。その原因は，わが国における工業触媒研究能力の

低い水準に帰せられるべきであり，主として工業触媒

研究者がおう責任である。そしてまたひいては触媒研

究者全体の能力の問題にもなろう。わが国の触媒研究

に関しては純正化学の領域におけるすぐれた業績の多

くが行われ，将来もまた行われることと思われるが，

それにもかかわらずわが国が外国の触媒製造業者にと

って，依然として魅力ある市場であると云うとともお

かしなものであろう。

展 望

山中竜雄特

(Tatsuo YAMANAKA) 

I 緒 ー冒
ば，吾人の生活用品もこれほどに変化しなかったであ

ろうほどに触媒が人類の福祉に貢献しているのに，ど

私が触媒の研究に入門した頃は，理論面において うして関心を持つ人が少なかったのであろうか。それ

E. S. Taylorの“活性中心説" A. A. Balandinの“多 は触媒が蔭の存在すなわち蔭の力であるためであろう

性子族説"G・M.Schwab“界綜吸着説"等，工業方面 と思われ，有能な若い人で有機化学における触媒反応

ではG.PatartのメタノーJレ合成， Fischer-Tropsch なる道に入門する者が少ないことでこれが証明される。

合成等の輝しい研究成果が続出していたのでP.Saba- このような状態であることが本邦の化学工業をして外

tierの“有機化学における接触反応論"と共に以上の 国技術導入によって発展させたようなことになったー

諸研究論文を勉強することが入門第1課であった。こ 原因とされよう。この状態が続くならば，外国技術導

れらを勉強したいといっても読んだというに止ること 入なしには本邦の化学工業を発展させることができな

はもちろんであって，この頃から漸く触媒関係の報文 くなるかも知れないことを深く憂いていた。この時に

が多くなり，表題だけを見ておく方が多くなった。こ 当って触媒懇談会が発足するはこびに至り，触媒をし

のような不勉強中にP.Sabatier系の有機化学におけ て本邦の化学工業の強固な支柱たらしめるために有能

る触媒反応に関する研究をーとすじに今日まで続行し な若い人が沢山この道に入門して技術導入を漸減する

てきたが，この間水素化触媒に関する研究に大半を過 道が開かれるであろうと考え，ここに本会発足を祝福

ごした。今日に至って感ずる事は化学工業において触 する次第である。

媒というものが若し無かったとしたならばどうなって さて，この度機関誌“触媒"の刊行に当り，編輯幹

いるだろうかということである。触媒が無かったなら 事から触媒展望械に何か書けとの仰せがあり，これに

脅理化学研究所 [Rikagaku・kenkyusho(The Institute of Physical and Chemical Research)， Tokyo]. 
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は面食らったとしてもお断りするとともならず，触媒

反応による合成品の進歩と固体触媒の今昔とについて

顧みてその少数例を記して責任を果すことにした。

II メタノール

メタノーノレの精製に苦労したことがあるといっても

今日ではピントはずれの話になってしまったほど高純

度品が得易くなったが，私が研究室に入って初めて接

したメタノ-)レはヨードホ Jレム反応を呈した。これは

木材乾溜で製造されていたからであってメノレク製以外

はほとんどがヨードホノレムを反応を呈するので精製し

て使うのが常識化していた。昭和の初期頃から合成メ

タノーJレが市販されるに及んで炭化水素類，アミン類，

メルカブタン等と不純物の種類が一変してしまった。

これらの不純物は除去され易いので市販品の純度が次

第に上昇してきたので，特別の場合の外精製する必要

がなくなった。これはG.Patartおよびこの関連研究

をなした多くの研究者によって発展したものであって，

coやC2H2を原料とする合成化学の進歩が貢献してい
るところは計り知れない。これら合成化学のほとんど

が触媒反応によってなされていることを思えば触媒化

学の重要性が感ぜられる。

III 還元Zツケル

酸化ニッケルを水素で還元して調製した還元ニッケ

ノレの触媒作用を詳細に研究した Sabatierはその作用

を評して“緯馬のでとくでこれを御することはできな

い"となした。これは空気中で極めて不安定な上に反

応の進行が猪突猛進的で選択性に乏しいことによるの

であろう。されば反応の抑制には低温度で反応させる

か，水蒸気その他の気体による希釈による外なく，触

媒作用そのものを抑制したのは後のこに属する。触媒

の組成を単一物でなく 2種以上となして触媒活性を増

進または抑制を行うことは今日では常識化しているが，

その調製工程が複雑であって，この複雑な工程を経な

いでは優秀な性能ある触媒は得難い。かくのごとくに

して化学工業上に有用な触媒が発見されても，その実

用的価値が高いほどその内容は容易に窺うことはでき

ないが，性能の秀れた触媒が市販されるようになった

ので，従来のごとくに触媒の調製に苦労することはな

くなりつつある。本邦では市販触媒中，最も広く利用

されているのはニッケル，銅系の水素化触媒で，使用

上の便利を考えて種々の用途に適するようになってい

る。すなわち未還元物，還元後有機物に浸漬，還元後

媒

低分圧酸素で軽く酸化，還元後非酸化性ガスを吸着し

たものが粉状または成形しであるから用途に従ったも

のを任意に購入し得るようになり，その性能にもそれ

ぞれ特性を備えているから便利である。

触媒反応の研究には触媒を調製するという仕事があ

るが，一定の性能ある触媒が多量に得易くなったので

学術研究上益するところが多い。例えば，還元ニッケ

)¥1で液相水素化反応を行う場合には，水蒸気中でアン

プル中に封じてある触媒を沢山つくっておき，これを

液体中に入れてアンプJレを開いたものだが，今日では

所要量の触媒を被反応物質中に投入すればよく，この

操作はすべて空気中で行い得るほか，触媒を前処理し

ないでも室温またはそれ以下からでも水蒸気中で反応

が進発する。かくのごとくに空気中で短時間中に活性

を失うことなく，しかも室温またはそれ以下でも反応

を開始する触媒ができたので，還元ニッケルを実験室

で調製しなければならなかったのは昔物語となってし

まった。また触媒作用に選択性付与ということも相当

進歩し，有機合成化学工業上において水素化触媒が脱

水素用ともなるので他種触媒ではみられないほど広範

に利用されて重要な役割を演じている。

IV ラネーエツケル

還元ニッケノレに続いてギ酸ニッケノレを加熱分解した

還元ニッケノレが現われ， 1925年にはニッケ Jレとアノレミ

ニウムとの合金をカ性ソーダ溶液で処理するところの

全く変った型の触媒たるラネーニッケルが登場した。

この触媒は高活性で液相の低温反応に好適で，白金や

パラジウムのように高価でないからその用i会も広い。

これが発表された当時，この合金を入手するのに金属

関係の研究家のところへ相談に行ったが，ニッケノレ 40

~50% の均等によく混融した合金となし難かったの

と，展開法が充分検討されていなかったことなどで思

わしい結果も得られずに終った。このような状態は各

方面でも同様であったのであろうということが窺われ，

これは H.Adkinsの展開に関する研究が若しなかっ

たならば，長く忘れられた触媒であつれかも知れない

ととから了解される。かかるうちにも少量の合金は得

られたが，後に1kgほど調製する必要上鋳物工場に依

頼した。熔融後急冷すると活性のよいものとなるとさ

れていたので，熔融している問に水中に投入したから

たまらない。一度爆発的現象を起してしまった以上，

引き受けてくれなくなった。その後 H.Adkinsの展

開に関する研究が発表され，銅ークロム触脹と共に再
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びラネ-f!J民主薬宅ヒ取り扱い始めた。

第2次大畿の終γ後漁村でも磁化泌の製迭が始まり，

各地にこの事業が広まったg しかしながら触媒に対す

る後識不足，劣益基な会長きがでまわったこと，原料治の

ところ

もあった。このも震の合金はひどいものであって，硫化

水素臭あるものもあり，ニッケノレ吋アルミニウム合金・で

あるに過ぎないちのもあったりして，問一製造訴の製

品でも活性に甚しい語気低があり，実用触媒となすこと

け、不可能であった。かかる毒事f青から新しい有機化学ヱ

製造所研究が始まり，これに成功したところとそうで

ないところがあった。

こう

ようになって，今日ではニッケルーアルミニウム合金が

月緩4-5ton~こ遠いコバルト，欽，鍛のアルミニ

ウム4託金も市販されるに奈った。こうなると合金の調

製での苦労談は笑いものに滋ダなくなったほか，燦関

しないでち後三とる安定化ラネーニッケノレが出現したα

思えば34年前に予選切されたラネ w ニッケJレが学術上，

有機会成化学工業に大なる賞献をなし，

は主主々拡大されていミ入

触媒てと俊子話する側からの談室遂事寝中iC何等の手数を

かけるととなく手軽に反応に役し怒る触媒という謬演

がある。従って，この要望に答えられないような数媒

は余涯の特徴がない探り実用触媒となり繋七次に商

があることが必議さである。ラ

ネ同ニッケJレはiI討久性・附務伎という点だけは他のニッ

ケノレ触媒に劣る場合があるが，気結液相の両氏応共に

他の 2条件宅ピ満たし得るものといえよう。またとこの

とがこの触媒の用途を拡大しつつある姿件たるととも

践のがすことができな;いし，これに始E殺をかけている

のは新しい有機会成化学工業の続出であり，これらに

よる新しい化学工業製品の援要増も総襖でなない。

V モリブデン糸触媒

近代化学工芸起のほとんどが触媒を利用しているとい

っても過言でなしこれは石泌化学工条委事がこれたよ

く校関しているa 触媒反応を円滑に遂行ナるには反応

る被言語物質 (As，S， N等の化合物)を徐く

必要があり，その方法に関する研究として薬品による

ものと触媒によるもの

これは

2-5%のおまたは Ni と 5~13% の Mo03 e:会A1203

炭化水言葉室長の脱硫用として子音波

されるに遣さった。元来モヲブダン系触媒は滋化そちブ

デンーアノレミナ発生撲として石油改繁用であったが，近時

よとの使用震が紋少し，手厚びこれが;jf守ぷ;r1.ノン泊とし

還を;場し，このほか硫化モリブデンが選択?](索化用とし

て3愛用されるa このような用途は滋増しているものの
前に述べた脱硫用とレ亡の潟殺の増

5カ年留に5僚も増し.196告

用量は1，400，OOOlbsに達するであろうといわれている

ほどであって， 7J'(務化用触媒の一部は耐久性あるモワ

ヅデン系幾媒におなかえられる予言後性がある。現在花

または磁硫黄

性ある潟活性触媒を発明ナることが勝利さと怒る道とさ

れているほどであって， この予約主石総工業， コ…Jレタ

ーノレ工業において特に強い.これは悠品伎の原料会以

って今尽の生滋が行われていることな之氏し，今後ドよ益

々総ぷ{立の原料を使用しなければならないことからこ

の戸が出ているそのといえよう。

VIむすび

かくて主なる国体触媒，タjえばニッケJレ，銅， jj互鈴，

鉄系の水素化活陸線，アルミ九シりかヴルミナ，パナ

ジウム，モリブデン系害事の酸化物または硫化物系触媒

のが市販されるにま蕊弘司触媒

の調製にこ苦労するようなことは次第に少くなるであろ

うから，これが学術上，工芸誌上弱者、に貢献するところ

鋭機物であって，

Jたニノレホスフイ

これら触媒は

例えばト 9フ

ツケJレカ Jレボニル，トラエチノレア

Jレミニウム等の鐙化合物触媒が輝しい成主誌を挙げてい

ることに注呂しなければならない。これらは酵素に近

い作舟ある触媒の合成が，ぞがて可能になるでろうこ

とを示し，今後は合成務索によって新しい有郊~き笈が

合成されるかも知れない。その闘には今日立〉主主媒?お

そ子却が電動機さと絞っているのと問機iL.三委設の泊迭に

jj議会したものを鼠治に選択して購入し織るようになる

であろう。
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